
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手足口病 

手の平、足の裏、口の中に水ほ

うができ、発熱することもありま

す。食事は喉越しのよい物を食べ

ましょう。 

７月のほけんだより 
令 和 ５ 年 ７ 月 １ 日 

日 乃 出 保 育 園 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明けや急激

に気温が上がった日は特に注意が必要です。普段からの外遊びで体を鍛え、喉が渇いていなくても水分を

こまめにとるようにしましょう。 

夏に多い感染症 

 ヘルパンギーナ 

突然の高熱と喉の痛み、口の中

の水ほう、口内炎が特徴です。症

状が軽ければ１～４日くらいで解

熱します。 

ウイルス感染によって起こる病気です。他人への感染力も

強いので、必ず受診をして医師の診断を受けましょう。 

また、登園許可書が必要になります。登園許可書をもらっ

てから登園するようお願いいたします。 

プール熱 

プールで感染することもあり、高熱が３～５日くら

い続き、喉の痛み、目の充血やかゆみなど結膜炎の

ような症状も出ます。食事は消化のよい物を食べ

ましょう。 

流行性角結膜炎 

目が腫れ、充血し、普段より

多く目やにや涙が出ます。 

周りの人への感染源となるの

で、タオルは共有しないように

しましょう。 

汗をかこう！ 

汗をかくことは、元気な体づくりにつながり
ます。人の体は汗をかくことで体温や水分量
を調節し、新陳代謝も活発になるからです。そ
の他、体内の疲労物質を排出したり、自律神経
のバランスを整える役割も果たしています。 

汗をかいた後は… 
子どもは大人よりもたくさんの汗をかきま

す。皮膚の抵抗力も弱いので、あせもができ
やすくなります。こまめに汗を拭き、衣服を取
り替えましょう。水分補給も忘れずに行いま
しょう。 

室内の温度調節 

室内にいても熱中症になることがあります。クー
ラーを上手に使って温度調節をしましょう。扇風機
も一緒に回すと、空気が循環して、室内の温度が一
定に保たれます。 
また、お昼寝の際には、室内でも日陰になる場所

を選び、クーラーや扇風機の風が子どもの体に直
接あたらないよう、工夫しましょう。設定温度は、27
～28℃が適温と言われています。 
また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を触る 

などして、冷え過ぎていないかどうかをチェックし
ましょう。 


